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決
着
に
よ
：
っ
：
て
農
民
属
部
の
矛
盾
の
荐
茌
が
解
消
し
紅
わ
け
で
は
な
い
タ
そ
ノ 

れ
は
た•
た
一
時
的
に
表
面
上
影
を
ひ
そ
め
た
の
み
で
あ
り
、
_

こ
と
あ
る
ご 

と
に
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
同
一
派
に
厲
し 

へ
た
農
霞
茸
の
間
に
お
い
て
も
新
し
い
矛
盾
が
：か
も

1>

だ
.
さ
れ
て
い
る
。
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.矛
盾)

 

の
発
現
は
そ
の
契
機
と
な
る
辦
柄
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な

っ

て
あ
らわ
れ

る

で 

.
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
要
は

^

落
に
.
お
け
る
権
力
機
構
に
か
か
わ
石
問
題
^

か
ら 

で
あ
石
。
そ
し
て
そ
れ
は
根
底
的
に
は
農
民
層
分
解
の
形
態

.と
深
度
に
規
定
さ
；
 

れ
て
い.
る
。
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こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
古
典
的
形
態
を
と
ら
な
い
現
段
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に
‘お
け
る
農
民
層
分
解
も
、
そ
れ
が

.お
し
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
；っ
て
農
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層
内
部
の
矛
盾=
対
立
を
醸
成
し
：て
い
か
と

.い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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し
た
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独
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內
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內
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独
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全

体

と

し

て

の

労

働

力

率

を

上

記

：の

よ

ぅ

に

分

類

す

る

こ

と

ば

、

そ

の

変
 

.

動

要

因

を

各

産

業

の

家

計

毎

に

分

析

す

る

E
3

的

に

対

し

き

わ

め
.
て

有

効

：で

.あ

労 者

全

家

舌 -

年

齢

別

女

子

鬼

働

力

率

の

変

動

要

因

る

。_

こ
こ

で

は

、

労

働

力

率

の

短

期

的

変

動

が

.主

と

し

て

、

⑴

式

の

分

子

第

三
 

項

(

(1
.

8
式

)

で

：
示

さ

れ

た

家

計

非

核

女

子

の

就

業

率

変

動

に

大

き

く

影

響

さ

れ

る
.と

い

う

事

実

を

観

察

し

.
て

お

こ

う

。 

r
 

.淡

頁

第

二

表

は

：、

昭

和

一

一

五

年

が

らn
l
〇

年

に
 

が

け

て

め

年

齢

別

性

別

労

働

カ

率

ン
(

就

業

率)
Q

 

推

移

を

示

し

た

表

で

あ

る

。

ま

ず

男

子

に

つ

い

て

、

昭

和

一

一

五

年

か

ら

三

〇
 

年

に

か

±

て

一

一

五

歲

の

就

業

率

は

大

幅

に

減
 

少

し

て

い

石

が

、

一

一

五

^

以

上

は

す

べ

て

、
■
僅

か
 

■

に

増

大

傾

向

が

見

ら

れ

る

も

の

：の

、
.
殆

ど

保

合

の
 

.
状

況

と

見

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

.j

一
 

五

.歳

以

上

の

男
 

子

は

、
.
雇

用

者

、

業

主

の

如

何

を

問

わ

ず

、

事

実
 

上

家

計

の

経

済

的

中

心

者

と

考

え

ら

れ

、
.
ま

た

た
 

と

え

、.
家

族

従

業

者

で

あ

っ

た

と

し

て

も

、

一

般
 

に

そ

の

家

計

職

業

の

麻

承

者

た

る

地

位

に

あ

る

た
 

.

め
.安

定

し

た

労

働

力
.で

あ

る

と

い

え

ょ

う

。

六
0
 

歳

を

越

え

て

、
.
男

子

雇

用

者

が

労

働

市

場

か

ら

リ
 

'

タ
ーy

ア

す

る

ま

で

、

ど

の

年

齢

層

に

お

い

て

も

九
 

.

〇

％

以

上

の

労

働

力

率

を

維

持

し

、

か

つ

そ

の

変
 

化

が

少

な

い

と

と

は

、

先

の

⑴

式

.に

お

け

る

第

一
 

項

(

世

撒

主

就

業

率

)

お

ょ

び

第

一

一

項

(

家

計

非
 

核

男

子

就

業

率

)

の

安

定

性

を

保

証

す

る

。

.
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三

九
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六

1
ー5
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核業主 
たは家 
従業者

非
ま
族

!
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;
‘
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*
€
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l
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■

ら
の
年
齢
別
女
子
労
働
力
率M (

就
業
率)

.を

ホ
- ^

酣
部
別
に
把
ぇ
た
も
の
で
.ぁ
.

る
。

大
幅
な
時
系
列
変
化
は
一
四

—

一
：九
歳
の
郡
部
女
子

労

働

力

率

の

減

少

X

約
八
％

減

〕

'
.
と
、
：..市

部

の
-:
〇
歲
が
ら
六
〇
歲
ま
で
め
各
年
齢
層
に
ぉ
け
る

大

幅

な

増

加

(

約
.
ー
0

%)

に
お
い
て
と
く
に_

で
あ
る
？

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.
.

.

' 

:

.

 

. 

V
 

. 

.

' 

:

;
ニ
'

こ

れ

ま

で

に

確

認

さ

れ

た
;'
'
.
\

,

>

'.

■

就
^

1

.
前
節
で
は
、
労
働
力
率
'の
時
系
列
変
化
に
着
目
じ
'
女
子
労
働
力
率
の
変 

..■動
が
.
^

働̂
力
！
！̂
動

■.に

重

要

な

役

割

を

果

た

：.す)

'—

と

を

見..て

き

た

が

：
、
.
.
こ
こ 

で
.は
ど
：
の
^

^

に

つ

い

て

も

観

察

さ

^

る
年
齢
別
階
層
間
の
特
性
に
つ

.い
て
観
r 

察
し
て
み
ょ
ぅ
。

従
来
、.
労
働
ヵ
率
を
変
動
..せ
;1
.

め
.
る

層
->
.1
>
.
て
、..
-主

，に
女
子
中
年
^

働

ヵ̂
 

曹

じ

、

V

こ
れ
ら
の.層

：の
労
働
力
が
、
一
非
労
働
力

(

家
事
労
働
を
含S

:
丨
自 

家
経
営
労
働
力
ー
家
計
外
被
雇
用
労
働
力
の
三
者
の
間
を
景
気
の
波
に
疮
じ
て 

流
動
す
る
膚
で
あ
る
ど
し
.
て
、
彼
筝
：の
労
働
カ
と
-^

て
；の
：性
格
を
分
析
す
る
こ 

と
が
多
く
な
さ
れ
.て

き

た

..

.
ベ
佐
々
木
孝
勇
.文
献
1

>
:
梅
村
.又
次
文
献
I

'

:

経
済
, 

企
.
圆
庁
経
済
研
究.所
文
献
顶
參
照

)

。
'.、
：

I

第
ニ
表
を
見
る
と
女
子
は
漱
前
も
っ
と
も
労
働
カ
率
の
高
か
づ
だ
ー
四

1

1

.' 

九

歲

が

囊

大

幅

に

滅

少
¥

;

次

の
--
-
一
 

〇—

ニ
四
歲
の

：

層
が
最
咼
の
高
い
ピ

：

1

: 

ノ
ク
に
な
り
、
'
:
こ
の
年
齢
を
過
ぎ
る
：と
労
働
カ
率
は
滅
少
、
，

1

ー：ー0.丄
|

ー.九
歲
で
最
.：
 

低

に

办

：っ
て
再
び
増
加
し
、

:-
.
:四
〇
一̂

九
歲
を
第
ニ̂
ピ
：丨
：ダ
と1.
て
又
漸
滅 

し
て
.
い
：る
？
す
な
わ
ち
女
子
の

.
労
働
カ
率
は
、
へ

年

齢

醫

に

対

し

¥

字
型
：を

示

：

年
齢
別
女
子
労
働
力
率
の
変
動
要

©

す
'0
:
:こ
の
ど
と'
は
佐
々
木
氏
に
よ
？
て
確
認
さ
れ
ハ
"ま
た
梅
村
氏
に
お
い
て
は 

.
女

子

の. ^
?1

を
通
じ
で
の
外
的
諸
条
件
に
規
制
さ
れ
た
い
わ

ゆ

る

ラ

イ
7

サ

イ
 

•

ク
，ル
型
ど
し
て
こ
.
め
.
事
実
を
規
定
さ
れ
た
。
：
こ
；れ
ら
を
要
約
す
れ
ば
、

.S

一
 

四 

.

丨
.

ー.：
九
歲
の
廇
は
ヴ
生
活
水
準
の
尚
土

.
に

泮

ぅ

進

学
率
の
上
昇

(

お
よ
び
教
育 

•'
.

制
度
藍
日
及̂

に
5

^

ー
滅
ー
：
f

〇—

ニ

議

の̂

丨

ク

ほ

ク

こ

の

年

警

に

対
. 

す
る
资
働
需
要
の
増
加
と
、

''
'.社
务
習
慣
ぞ
労
働
組
合
の
カ
に
よ
る
婚
姻
後
の
労 

■

働
市
場
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
率

.
の
減
少
と
い
ぅ
要
因
に
よ

!)
-

、
㈧

ニ
五
丨
三
九
歲 

,.

の
漸
減
お
よ
び
最
牴
層
ば
、
ツ

婚

馨

：の
出

*

2

児
に
よ
る
労
働
カ
の
非
労
働
カ
，

:

ニ
化
ヒ
基
づ
く
と
さ
れ
、

(-
)
西
〇
丨©
汍
歲
の
：第1
1の
：ピ
：
丨
ク
ほ
、
嘉

労

働

か
 

;-
^ '
'

の
主
婦(0
解
放
と
死
別
離,

に
よ
ー
る
婦
人
1

の
^

^
カ
化
へ
：
の
藝
眼
に 

"
'よ
り
、-辦
五
0;
歲
以
上
_
.
老

齢

化

に

基

づ

く

蕩

カ

の

非

蕩

カ

化

に

よ

っ 

て
肘
字
型
の
兹
遷
务
説
明
^
よ
を
七
し
た
ド
こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
対
宓
し
ノ
時 

.

需

的

に

、
へ
社
会
習
慣
の
変
呢

：

生
活
水
準
の
変
動
、
、
。ハ
ー
ト
タ
イ
ム
等
労
働 

,

年
齢
別
に
旭
字
型
を
保
ち
：つ
つ
、
各
年
齢
層 

£0
'
有
を
変
動
せ
し
め
た
も
め

^
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

b
果
し
て
こ
れ
ら 

.

.

の
要
因
の
み.で
洱
字
型.の
労
働
カ
率
曲
線
を
説
明
し

:5
:
る%'

:

の
で
あ
る
か
否
が
，

、

を

忘

稿

で

確

認

し

た

い
！

:/
'

:-
:
'
”

.

.
2 

.

以
上
は
性
、
年

齢->
1

い
ヶ
生
物
学
的
耍
因
と
、
社
会
学
的
要
因
：お
よ
び
制

.

.

度
的
諸
条
件
に
伴
ぅ
要
因
の
変
化
に
よ
る
説
明
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
重
要
な 

:

女
子
労®

氣
.ぎ
変
動
要
因
と
と
し
て
、
：
霞

''
-(

あ
る
：い
は
家
計
の
：収
入
率

)

：
を

'

忘
^

る
こ
：ど

は

で

き

.な

い。
,
.
；
,
:
' 

;

>

:

:

.
，
人

ノ
 

V
. 

:
.

:

.■
:
四
.L

:
(

六
.
.

一 ;

五)

:.

:

.

〔第三表〕 1 4 歳以土女子年齡別労働力奉の変動（国勢調资)
. . . :    ■ . : . . . . . .  …

. . . . .  ■...
昭 和 2 5 年

• •
昭 和 30’ 年

全 . _固 市 部 郡 部 全 ' 国 市 部 郡 部
■ ■ 1; 

to ta l 48.6 34.3 57.5 49.1 41.9 58.8

14〜19歲 46.8 41.2 50.2 41,5 41.0 42.1

20 〜 24 64.0 52.4 71.9 68.2 63.7 75.0

25 〜 29 48.3 31.1 60.7 51.8 42.8 65.8

30 〜 39 50.0 31.6 62.7 51.3 40.3 67ュ

40 〜49. 53.2 33.4 65.9 55.0 44.1 69.7

50 〜 59 48,2 27.8 59.8 48.8 37.8 62.4
60以上 27.2 13.6 3B.3 26.3 19.1 8B.7

〔第二表〕 1950〜1955年就業率の変勤 (国勢調査)

計 ■' 男... . . .  . . . . . . ' 女

1950 1955 1950 1955 • 1950 1955

14〜19歳. 47.4 41.6 51.0 43.1 45.3 ；40.1

20-24 73.5 76.0 88.0 85.3 62.6 66.7

25 〜 29 66.7 72.4 93.3 93.9 47.6 母 .1‘\:

30 〜 39 69.1 71.1 95.8 95,4 49.3 50.8

40 〜 49 72.3 74.3 95.3 95.7 52.6 54.6

50 〜 59 67.4 70.2 90.3 91.7 47.9 48.6

60以上 41.9 43.9 64.3 65,6 27.1 26.3

,:
■
■'、
：
ま

た

男

子

羣

齢

層

囊

ン
率
の
低
下
は
、

)

.こ

，
の

年

齢

脣
 

:

の
進
学
か
就
業
か
の
選
択
に
へ

，

' 

お
い
て
、
生
活
水
準
の
上
昇
つ 

に
伴
ぅ
進
学
濘
の
增
大
傾
向
：へ
：
 

が
、
.-

大
佩
な
就
業
薄
の
低
下
：
、 

と
な
：マ
て
現
わ
れ
て
：い
る
。

か
の
傾
向
は
男
子
の
場
合
ニ

 

.
 

0

1

1一
四
歲
の
凰
に
お
：い
て
一 

%
若
干
の
減
少
傾
向
と
な
？

て
現
わ
れ
て
い
る
が
、
同
様 

に
就
学
年
限
の
増
大
に
ょ
っ 

て
説
明
さ
れ
る。

'

:

:

次
忆
女
子
の
揚
合
に
づ
い 

て
み
る
と
、

一
四

—
r

九

歲

：
 

に
お
い
て
著
し
い
減
少
が
見 

ら

れ

る

，
の

み

で

、

他

の

年

齢

.
，
. 

層
で
は
ほ
と
ん
ど
増
加
傾
向 

を
示
し
、
特

に

、

ニ
〇
丨
ニ

.

. 

四
歳
、
.

1,1

五
丄
ー
九
氟
に
淞

； 

い
て
約
四
％

の

」

ぃ
ち
じ
る
し 

い
増
加
を
示
し
？
そ
れ
以
上

の
年
齢
層
で
は
、I
I

ニ 

%

の
増
加
で
あ
る
が
、
そ 

の
傾
尚ft
'
年
齢
の
増
加
と 

'

と

も

暦

ま

り

、

六
〇
歳
.

以
上
で
僅
か
に
減
少
し
て 

い
る
。
.■%
ぢ
ろ
ん
六
〇
歲 

以
上
：の

就

肇

は

、
.

老
齢
. 

化
に
伴
う
労
働
力
の
非
労 

働

力

化

に

ほ

か

な

ら

な

V
J
.の
ょ
ぅ
：に
全
体
と
し 

•
て
の
労
働
力
率
を
時
系
列 

的
に
変
動
せ
し
め
る
最
大 

の
要
因
は
、
：
一
つ
に
は
若 

年
労
働
力
、
：
ニ
つ
に
は
女

子

就

議

に

大

き

く

依

存

.

.す
る
こ.AJ.

が
明
ら
か
と
な 

?

た
。
わ
れ
わ
れ
が
本
稿 

ン
で
女
于
労
働
力
率
の
^

^

 

:

に
着
目
し
た
理
由
は
こ
の 

た
め
で
あ
る
。

プ 

'

第
三
表
は
さ
ら
に
こ
れ



:

す
^

に
一
：
九

骂

四

年

、
ノ
？

.

H

*;
'ダ

：
グ

」

フ
ー
へ
ス
は
ぐ
：
そ

©:

著
一「

賃

金

論

」

--
.--
に
お
へ 

い

て

動

雲

家

計

の

労

働
^

^

^
つ
き
、
た

業

男̂
^

働
お
よ
び
中̂
-女
子
労
； 

働
カ
が
、
家
計
の
経
済
^

^

者
た
る
男
予
収
入
率
ど
有
意
な
負
の
相
関
を
%

つ 

こ
と
を
経
験
的
に
確
認
し
た

(

ダ
グ
ラ
ス
文
献¥)

0
ダ
グ
ラ
ス
，の
場
合
に
は
三 

八
都
市
の
ー
グ
：

.ロ
^

:
セ
.ク
.シ
：
ョ
ン
：
に

よ

る

比

較

分

析

を

符

な

い

、

.
男

矛

収

入

率

を
 

各
都
市
の
平
均
成
苹
男
子
賃
金
に
と
：り
、
年
齢
階
層
に
女
子
労
働
力
率
を
相
関 

せ
し
め
た
の
で
あ
る
0
;そ

と

：で

は

：男

女

|

|

^

-

お̂
0:

び

、
'

)

中

年

女

子

勞

働

を

. 

家

計

の

補

助

的

労

働

カ

(

家
記
非
核> 
と
：み
な
し
、
男
子
賃
金
率
を
家
計
.の
释 

済

的

中

心

渚

(

家
計
核)

の
収
入
率
と
み
な
し
て
、
家
計
非

f

働
力
率
が
、

I

豕
1-
1

核
収
入
率
に
跑
べ
依
存
す
る
こ
と
を
確
か
め
た

■
の
で
あ
る。
.

'

-

の
ダ
グ
：ラ
ス
：
の
発
見
は
労
働
力
證
動
を
家
計
の
取
入
率
と
の
関
連
に
.お 

い
て
経
験
的
に
把
握
し
た
先
齡
的
な
業
績
で
あ
る
が
、
そ
の
後
取
入

1

—

労
働 

力
率
変
動.の
関
係
す
な
わ
ち
労
働
^

^

シH

デ
H
+--
I
:
ル
の
：経
験
的
確
認
が
最
近 

に
な
っ
て
相
次
い
で
示
さ
れ
た
。
以
下
そ
れ
ら
の
概
略
を
示
そ
ぅ
。

3
 

,勤
労
渚
家
計
の
労
働
^

^

シ

H

デ

ユー

ル
の̂

W

ハ
文
献¥

见
1

)

'

■

勤
労
者
家
計
に
つ
い
て
は
昭
和
ニ
九
年

—

三
一
一
年
の
各
九
月
に
お
け
る
総
理 

.

府
統
計
局̂
I

B

S

デ
ー
タ
の
特
別
再
集
計
に
よ
る
も
の
で

あ

る

0

そ
こ
で
は 

勤

労

者

家

計

の

非

核

有

業

率

(

非
世
帯
主
有
業
率

)

が
、
核

収

入

率

(

世
帯
主 

収
入)

と
明
瞭
な
負.の
相
関
を
も.つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ぃ
ま
一
を
勤
労
者
家
計
非
核
有
業
率
と
し
、

IE

を
家
計
核
取
入
率

(

賃

金

き 

と
す
れ
ば、

.

.

.

.

^

^

®
ff
)f
e

(

M.
.

)

. 

：̂
H

/

*

(

^

免r
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.

Ia
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.

dn 
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o
t
h
e
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f
a
c
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o
r
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(
i
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辦

<
0

で
あ
る
。

こ
こ
に
\

は
先
の
記
号
に
従
え
ば
、

H 

,
1
:

§̂"
+

§

&

+

^

}
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'
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:

V 

.

^

v

^

%

*

+

s

^

s

+

^
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-
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'■
;
■ 

. 

. 

.. 

.

.

. 

:

:

■

.
•
.
.
.

 

 ̂

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

で

あ

：：
っ
；
で

、

.
：
女

運

働

カ

の

：ほ
か
：
に
、

.

家
計
非
核
男
子
労
働
力
を
含
ん
で
い

. 

る
.0

し
か
し
乍
ら
前
節
の
論
讓
に
従
え

^

^

-

贺

働

：を

除

い

て

男

子

就

^
豸 

マ

の

変

動

よ

り

も

、
女
子
就
業
者

L

+

P

0

の
変
動
の
方
が
よ 

り
大
で
あ
ろ
ぅ
こ
と

が

推
論
さ
れ
る
。E〃
の
変
動
は^

似
的
に
は
、
.
家
計
非
核 

女
子
の
就
業
率
と
、
男

子

羣

層

の

就

業

率

a

学
率)

.

に
強
く
依
存
す
る
と
. 

云
.
っ
て
も
過
言
で.は
な
い'

.

.- 

:
:

-

'

,

:

,-
;
■
.
.
.
 

'

.

.

.

.

.■■
■
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:

.'■

'
.

'

.

.

.

.

.

:
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^

|

秫

漂

鼻

業

主

家

計

の

労

働

截

機

構

：

.(

文
献
观>
 

.

.

非
農
秫
業&

業
主
家
計
に.つ
い
て
は
、
.

家
計
単
位
の
資
料
が
存
在
し
な
い

• 

の
で
、
止
む̂
く

就

業

耩

造

基

本

調

査

(

総
理
：府
統
訃
局

)

を
利
用
し
、
府
県 

別
統
計
に
よ
る
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
が

.
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
た 

事
実
は
次
の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
っ
た
。

観
測
事
実
il
i

「
非
核
有
業
率
\

は
市
場
賃
金
率
抓
：，と
負
の
相
関
を
も
っ
。

」

観

測

辦

実

れ「

家
計
非
核
就
業
者
構
成
比
を 

I
.I

F
1
S

+
F

2
S

 

.

で
定
義
す
る
と
、
市
場
賃
金
率
奶
の
高
い
地
域
ほ
ど

2/

は
大
で
あ
る
。
観
測
事 

実
诅
を
考
慮
す
る
と
、
市
爆
賃
金
率
の
高
い
地
域
で
は
、

：

家
族
従
業
者
か
ら
、 

雇
用
労
働
へ
の
転
化
流
動
が
生
じ
、
全
体
と
し
て
み
る
と
.労
働
力
の
非
労
働
力 

化

(

ま
次
は
家
事
労
働
化

)

が
生
じ
る。J

 

観
测
寒
実3

「

男
子
家
族
従
業
者
数
は
、
市
場
賃
金
率
と
は
無
相
関
で
あ 

る
。

こ
の
こ
と
は
男
子
家
族
従
業
者
の
自
営
業
主
家
計
内
に
お
け
る
業
主
讓 

者
と
し
て
の.籠

存

在

を

示

し

て

い

る
。」

：
■:
'.
:

観

測

事

実

而

.

.「

女
子
家
族
従
業
者
数
は
、
市

場

賃

金

水

準

C
-

の
場
合
女 

子
賃
金)

：
と
逆
相
関
関
係
に
あ
る
。

」

.

こ
れ
ら
の
事
実
を
記
号
で
示
そ
ぅ
。

-

i

n

,

 

.: 

' 

s

i-

、

.

0
0
0
0
s 

(

^

I

v

o
,へ

(
I
E

詁
s
 

;

バ0
P

的.f

.
i

s

测
パ v

)
：
-
^
^
=
0

、

. 

'

i

f
 
s
 

:

5
 

.農
秫
業
主
家
計
に
つ
，

'い

て

は

並

木

疋

吉

氏

(

文
献
叉)

、
佐
々
木
荥
男
氏 

(

文
献
觅〕

に
よ
っ
て
次
の
事
実
が
知
ら
れ
て
い
る

。

..

' 

.

..「
：

一
般
に
家
族
響
の
企
菜
に
お
い
て
は
職
業
の
伝
承
性
が
強
く
、
そ
れ
が 

-

家
族
労
働
者
に
よ
ぅ
：
て
維
持
さ
れ
て
ゆ
く
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
経
営
規
模
と
家 

族
制
度
：の
制
約
に
よ
？
：で
？
農
家
の
二

 

一
 J

1

男
が
い
つ
ま
で
も
そ
の
経
営
内
に
留 

ま
り
得
な
い
。

(

中
略)

こ
れ
ら
の
ニ
三
男

(

ニ
女
.
.三
女)

は
長
期
的
に
は
释
営 

の
外
に
排
出
さ
れ.つ.ぐ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1-
_

.
-か
く
し
て
、
特
に
戦
後
.に
お
い
て
は
、

「

農
業
は
景
気
変
動
に
応
じ
て
生
ず
る 

潜
在
失
業
の
ク'_ッ
，
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
不
況
期
に
お
：け
る
労
働
力
の
農
村
へ
の 

還
流
は
微
少
で.あ
る」

と
の
前
提
に
立
つ
：こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。

' 

-

傍
証
的
な
デ-

タ
と
ル
て
次
頁
第
四
表
は
、
農
業
に
お
い
て
男
女
共
に
、

一
一 

五
歳
i

を
除
い
て
、
そ
の
変
動
率
は
微
少
で
あ
る
こ

と

を

示
し
て
い
る
。特 

に
中
年
女
子
労
働
.に
.

つ
い
て
は
、
.

そ
の
変
化
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

•
1
1

五
歳
1

_

齢

層

に

お

い

て

.

.

■ 

• 
' 

; 

..•パ

'

農

家

家

計

中

年

女

子

労

働

力

に

つ

い

て

：

:

.
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ノ 
V
 
八
 

i

i

l

 

l

^

r

i
 

-

6

丨
ダ
グ.ラ
ス
の
後
を
承
け
て
、0

r
D
'
; ロン
,ダ
は
、
所
得
お
よ
び
雇
用
の
：
 

変
動
七
就
業1-
な
る
著
書
で
：ア

力

合

衆

国

に

お

け

る

就

.

変
動
の
詳
細

.

.

.

,

..

■

四

三
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ハ
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.
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年
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労
働
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変
動
要
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〔第四表〕 農業就業者数の推移(国勢調査)

就 業 者 数 （1000人)
'■ .. . . .

昭 和 亂 年 昭 和 3 0 年 增 加 m 翁 加 率

'14〜19歳 1149 665 - 4 8 4 - 4 2 .1
20 〜 24 989 884 — 155 — 15.7 .
25 〜 39 1921 1988 +  67 ： +  3.5
40〜卵 2550 2383 - 1 6 7 ’ 6,5

;60以上 1208 1245 +  37 十 3.1

(14〜19歳 1088 686 - 897 一 36.7
20 〜 24 1190 1017 - 173 - 1 4 .5

女 犯〜 39 2670 2675 •{■ 5 :...十' . 0.2
40 〜 59 2578 2629 +  51 ...:+  2.0

U o以上 790 789 -------. 1 — 0.1

な
i

分
析
を
行 

ff
っ
.た
.。

そ

の

中 

で
女
子
に
関
し
た 

も
の
と
し
て
は
、 

次

.
の

ょ

ぅ

な

事

実 

一
が
確
か
め
ら
れ
た
. 

C

文
献
K〕

。

ク

ロ
ス
セ
ク

シ

严
ン
分
析
で
は
，

,
S

夫
の
所
得
が 

上
が
る
程
妻
の
就 

_

減

ず

る;.
-°-豚 

，
得

の

.
：
一
%

増

に

対

： 

し

三

分

の-—
*
%

程 

で
あ
る
。

'
S

女
子
就
業
と 

.男
子
賃
金
は
、
：
異 

■質
的
な
市
や
州
の 

間

よ

り

も

、
.
市

や 

,国
の
中
で1
層
良 

好
な
関
係
が
得
ら 

れ
る
。

'

:

.

.

四
：四
一

(

六
—•
八)

.

.

.

.

. 

• 

' 

' 

»

㈧

夫
の
所
得
、
年
齢
、
.
子
供
の
状
態
を
同
汜
に
し
て
も
黒
人
の
妻
は
&
人
の

妻
ょ
り
多 X
 働
く
，

.'
'

v

:

.

'.

.
:

;

_

;

,

:

:

:
)

(4

女
子
の
高
就
業
率
と
：雇
用

f

の
豊
富
さ
を
結
びつ
け

る
十
分
な
証
拠
は 

な
ぃ
。
 

'

:

:

,

(#

高
校
卒
業
以
上
の
女
子
は
、

.教
育
期
間
が
長
い.ほ
ど
就
業
が
多
い
。

次
に
時
系
列
で
は

V

、

：

.'.■

■:

s

観

察

さ

れ

：た
五
一
力
：

M

で
何
れ
も
女
子.の
就
業
が
増
加
し
て
い
る
。

-

 

的
そ
の
時
間
的
増
加
ば
、
必
ず
し
も
成
年
男
子
賃
金
と
結
び
つ
い
て
い
る
訳 

で
は
な
い
ス
：
';
.

.

.

:

.つ
'

'

:- 

.H

-

の
増
加
は
時
と
所
を
問
わ
な
い
一
般
的
現
象
で
あ
る
が
、
特
に
一

0

1
 

六

四

歲

で

：
増

加

：
し

、

.

逆

に1
.

四

丨T

九
歲
と
六
五
：歲

以

上

：で
は
減
少
し
て
い 

る
。
L 

.

.:
•

.

一
：
；
(4

乳
幼
児'
.の
母
た
る
女
子
の
：割

合

が

変

化

し

て

も
就

議

に
影

響

を

与
ぇ

な 

い
0 

:

そ
：の.場

合

叙i

子
供
に
ょ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
は
な 

ぃ
。

：
：：
' 

;

( *
)

女̂

を

家̂

^
働

か

ら

^

^

す

る

1

も
.の
と
し
て
既
製
食
料
品
.
既
製
衣 

料
は
重
要
な
要
因
と
な
.？
た
。
.
.
：

:

:

H
家
庭
.の
：機
械
化
も
女
子
を
相
当
雇
用
労
働
に
振
向
け
た
が
、
.そ
の
最
終
的 

結
果
にf

る
倩
報
は
得
ら
れ
て
：

^
な

い
:°
'

.;
-

-

.

.

的
白
人
女
子
の
就
業
率
は
ど

0

都
市
で
も
子
供
の
滅
少
に
ょ
っ
て
増
加
し
て 

い
る
が
：、
.：
そ
の
大
き
さ
に
；.つ
い
て
ば
関

^

が
な
い
。
、
m;

入
女
子
の
場
合
は
、
子 

供
の
増
加.
に

つ
れ
て
有
輩
は
有
意
に
低
下
し
て
い
：る
。

.

■'
■'，的
女
干
労
働
力
の
源
泉
は
家
亭
労
働

.か
ら
の
解
放
：で
あ
り
、
薷

要

は

事

麗

， 

種
の
拡
大
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
。r
 

如
女
子
就
築
の
増
加
が
f

者
の
就
業
率
を
下
げ
る
一
助
を
荷

.っ
て
い
る
と. 

い
う
と
と
は
、

の
低
下
が
就
学
の
増
加
と
密
接
に
関
係
の
あ
を

：-1 

_
実
か
ら
し
て
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
：

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

以
上
の
合
衆
国
に
お
け
る
諸
事
実
は
わ
が
国
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
；
 

き

た

就

動

の
§

分
析
の
結
果
と
矛
盾
す
る
も
め
で
は
な
い
。
：
现

莅

わ

-'
-
. 

れ

わ

れ

はロ
シ
グ
の
扱
う
た
よ
う
な
、

よ
く
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
さ
れ
；だ
資
料
を
持 

っ.
て
い
な
い
た
め
、
年
齢
別
の
女
子
就

^

を
分
析
す
る
こ
.と
に
よ
り
女 

■

働
力
の
特
質
を
把
握
し
た
い
と
思
う

o

■

■-

-

.■

■
 

- 

.

注
' 

——

文

献——

;

(

I

)

佐

々

木

孝

男

「

労
働
力
率
の
変
動
に
つ
い
て

」

昭

和

同

人

会

「

わ
.

.

'

か
国
党
全
属
用
の
意
_

と
対
策」

'
中
.

に

収

録
'

'
 

f

)

梅
村
.又

次「

労
働
力
の.
櫞
造
と
先
業
に
つ
.

い
て」

統
計
.
研

究

会

^

働 

部

会

、
 

'
• 
•

C

M)

経

済

企

画

庁

経

済

研

究

所

「

景
気
変
動
ど
就
業
構
'^」

.

.

;

(

$
 

P
.
H
. 

D
o
u
g
l
a
s

 -

ニ Tiieory of W
a

的es 2
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(

X

小

尾

恵

一

郎「

賃

金

，
屉

用

分

析

の

計

量

的

基

礎

」

三
田
学
会
雑
寧
ノ 

一
：
九

五

八.

•

八

(

:
(

兄
ソ
庳
崎
巌「

分
働
供
給
機
櫞
の
変
位
に
関
す
る
計
量
的
考
察j

三
田
学

ン
.

会

雑

誌

，
一
九
五
八
，
年

報

：

■

.

.(

¥

)

慶
大
y

家
計
企
業
行
動
分
析
。フ

：
'
p

ジ
H
.

ク
ト「

わ
が
国
に
お
け
る
就 

業
機
構
の
#

量
的
分
析」

：
：日
本
労
働
、協
会
雑
誌
：

!2
;

0

,

2

,

:

^

0

.

3

”

^

尾

崎

巌T

賃
金
：変
動
と
就
業
權
造
㈠

——
賃
金
最
低
水
準
の
成
立
過 

丨
.

程
と〗

零
«

追
暫
業
主
及
び
家
族
従
業
者
群
の
存
立
条
件
|

」

三
田
学
会■

..V

雑
.
誌
.

•

一
'
九
六

(

$

 

c

b

.
 

L
o,
n

g
 

:
 

T
h
e

 

L
a
b
o
r

 

F
o
r
c
e

 

&
d
e
r

 

C
h
a
n
g
i
n
g

 

i
n
c
o
m
e

 

a
n
d

 

E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

タ

1
9
5
8
.

C
K
}

.::
-

:

並

木

疋

吉--
|

霞
家
.

の
人
1

1

移
動
に
っ
い
て

」

.昭

和

同

人

会

「
わ
が 

A

:
国
完
奋
属
用
：ル
意
義
ど
贫
策

J

中

に

収

録：

■'

'

S

)

.

佐
々
木
孝
，男「

所
謂
潜
在
失
業
者
の
性
格
.
に
っ
い
て
の
一
考
察」

;

昭
和
同
人
会
！
1
:右

収

録
--
;

-

:

ン

:

三
ぐ)

年

齢

別

女

子

労

働

力

率

の

特

性

：

' 

“

1

费
働
カ
率
の
時
間
的
変
動
に
対
し
て
、
男
子
労
働
力
率
は

1

般
に
き
わ
め

て
安
定
的
、
男
子

f

年
層
は
労
働
市
場
か
ら
の
リ
タ
ィ
ャ
率
の
増
加
に
つ
れ
て

.

減
：小
ノM-
向
.を
も
ち
，
ま
た
男
女
子
若
年
層
は
共
に
顕
著
な
減
少
の
傾
向
を
も
つ

こ
と
.が
、
農
業
、
非
農
業
を
問
わ
ず
一
.般
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ̂

か
く
し
て
、
労
働
力
率
の
変
動
に
最
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の

が
中
年
女
子
労
働
力
率
の
変
動

..で
'あ

る
-
と
.が
わ
か_る
0
. 

.

.

成
年
男
子
労®

率
の
安
矩
衡
に
比.し
て
、
女
子
労
働
力
率
の
不
安
定
性
は

次
の
：

一 .1

つ
.
.の
'要
因
に
大
き
く
支
配
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

- 

-
四
2:(

六
ー
九)

年
齢
別
女
子
労
働
力
率
の
変
動
要
因
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T

そ

の

第
--
:は
、.
女
壬
の
生
涯
を
通
じ
.

て
：：

一
般
に
体
験
す
る
社
会
学
的
条
件
の
：

歡

ャ

あ

る

。>-
,

」

れ
：_

-—
*
-
.醫

を

と

ら

：
て

：
み

れ

ば

各

浑

齢

醫

女

子

の

讓

©
:

変
化
^

し
て
観
察
さ
れ
石
。

J
#

、
：： _

^;

お

け

名

通

学

一
^

漂

か

：̂》

_

業
し 

ま
た
故
鐘
ゝ̂
名
ら
に
ハ
出
産̂
^
児
を
経
て-̂
中
年
齢
層
に
達
し
夕
あ
る
も
：
 

の

暮

別

離

勝

か

ら

家

訊

：の

_

済
_

中
|

を
余
儀
な
く
さ
れ'>
他

：の

も

の
^
 

子
供
ひ
成
長
も
痧
じ
て
©:

家
事
労
働
が
包
の^

^

の

経

過

を

迪

在

。

成

^

男 

子

が

：ど.の
：̂

賡
に
お
い
て
も
常I
家i

核
：

在
と
し
て
労
働
力
化
し
て
い 

る

.©
:に
：対
し
、
：女
予
の
場
合
は

"

上
述
：の
社
会
学
的
擐
境
0.
_

祀
疮
じ
て、
;:
: 

年

齢

と

共

：に

労

働

カ

と

非

労

働

办

の

間

を

，流

動

往

復

丄

、

し

た

が

っ

て

ヰ

^

別 

人
：0
霞

の

奮

が

女

雪

働

カ

淳

を

変

動

せ

し

が

?>
,
'要
因
と
な?>
:
:
0
,
,

そ
の
第
二
枕
経
济
学
的
条
件

O'

変
化
に
彪
じ
る
労
働
力
率
の
変
動
で
あ
る

。

. 

女力は、
離

1

死
別
等
：の
原
領
に
ょ
り
家
計
の
経
済
的
中
心
者
と
众
：っ

」

 

た
場
合
を̂
•

と
、.
：

I
.

黄

に

家

霖

助

的

溢

の

梭

割

を

果

た

す

場

合

が

庄

倒

： 

_

が

务

：
；
と1

^

て

ょ

い

。

前

節

ま

で

め

亂

議

で

わ

れ

わ

れ

は

す

で

に

こ

の
家 

觀

助

的

労

働

力

を

家

計

非
_

顧
力
.と

呼

び

、
：
：
象
計
調
査
資
料
そ
の
他
妄

^
^
 ̂

の
：変
動
を
分
析
し
た
。

-
也
ま
で
に
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
絡
果
は
一
つ
に
は 

、R
M
fi
-

非
I

f

率
は
、
家
計f

入
率̂

強
く
影
響
さ
れ
、
：
そ
の
関
係
は
， 

負
の
相
関
関
係
に
あ
る

1
.
1
T

つ
に
は
一

「

家

計

非

攀

働

ヵ

率

は

、
‘家
計
非
核
収 

.入
率
に
も
影
響
さ
れ
る

」

.

と
い
ぅ
« ：
実
に
示
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
要
因
は
、
，
直

：
 

ち
！
^

?

^

働
力
率
の
変
動
に
適
用
さ
れ

得

る

で
あ
ろ
ぅ。

: 

. 

:

女

奚

働

力

率

の

変

動

を

上

記

1
i

つ
：め
要
因
に
求
め
、
矢
の
何
れ
が
重
要
汶 

あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
こ
の
ニ
づ
の
要
因
を
組
合
わ
せ
た
資
料
を
つ
く

へ
^

.

.

馨

者

家

激

の

备

非

警

子

構

成

島

に

つ

い

.て
調
査
ず
る
こ

と

が
望
ま
れ 

.

.

.

.

.
,
る
：。
ン
し
か
る
^
现
^

の
楚
料
で
は
ヽ
ゾ
こ
の
三
奢
を
同
時
ぬ
.
コ

ン

ト
P-
I

ル

し
得 

.:
.

る
も
の
が
存
在
む
な
い
。
家
計
举
位
の
：分

類

を

な

し

得

る
資

料

.

(

た
と
え
ば̂

':

f

E
S:

デ
：丨
タ

)

'
:
は̂
非
^

^
诚
貫
ー
の
性
別

'.
-
'
-
>
年
齢
別
状
態
を
知
る
こ
ど
.が

で
. 

:'
-
-.

き

な

い

し

、

；ま

た

、

.挫
別
年
齢
別
労
働
カ
率
«>
.
.資

料(

た
と
ぇ
：ば
国
勢
調
査
、 

労
働
力
調
查
等

)

で
は
、
家
計
の
就
議
産
業
別
分
親
は
お
ろ
が
.、

.

家
計
単
位 

の
分
類
紙
だ
さ
れ
；て
い
な
い

;°

前
者
の
家
計
単
位
の
資
料
は
す
で
：に
他
の

^

^
 

で
分
析
が
な
さ
れ
た
の
で
、

こ
こ
で
は
後
者
の
性
別
年
齢
別
労
働
力
率
の
変
動 

-

を
中
心
匕
レ
た
分
析
が
試
：み
ら
れ
た
訳
：で

あ

る

.0
'

,

.

..■
■
:,:2

:':.

:.
.
:
-
.
.
§に
、
：

；

社
会
学
的
条
件
変
化
め
：及
ぼ
す
影

1
!
^

果
に
つ
_v>
て
、
観
察
さ 

■'
:

.'

れ
た
華
実
を
調
べ
；
て
み
'ょ
ぅ
。

_£
述
し
：た
通
り
、
社
会
学
的
条
件
の
変
化
は
'、

,

'.

:
年

齢

階

層

別

め

免

乎

労

勢

率

の

；変
動
様
湘
に
示
さ
れ
る

°

'

.
/ 

:第
五
表
は
、
ノ
国
勢
馨
資
料
ょ
り
計
算
し
た

.
ー：
九.五
五
年
、
年
齢
階
層
別
女 

:,
.
子
労
働
カ
率:<
0

都
庥
県
別
変
動
で
あ
る
：

(

北

海

道

：
は

(

除
く)

。
山
れ
わ
れ
は
、
年

：
 

齢

別

性

別

労

働

力

率

の

变

動

に

関

し

、

家

計

単

位

資

料

を

も

た

な

い

か

ら

.'
'

や 

:
:

む
'な

く

地

域

別

用

い.た
。
地
域
は
家
計
群
の
_
合
で
あ
る
か
ら
地
域
別 

労
働
か
率
を
セ
の
地
域
の
：平
均
家
計
の
労
働
力
率
と
み
な
す
こ
と
、が
で
き
る
。

.

:但
し
こ
©場
合
に
は
、
家
計
非§
働
カ
：の
地
域
間
移
動
を
無
視
し
て
い
る
が
、 

:.
A
Jの移
動
は
し
べ
に
中
年
女
子
力
に
関
し
て
は
#
^
な
も
の
と
考
え
ら
れ 

る
か
ら
、
必
ず
し%'
非
現
実
的
な
前
提.で
は
な
い
。
..

〔第 一 図 〕 年 齢 別 労 働 力 率 曲 線 （1 9 5 5 )
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第
五
表.
を
見
る
と
、
次
の
ニ 

^

が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
第 

1
.

は
'「

各
年
齢
を
固
定
す
る 

と
、
地
域
間
に
か
な
り
の
変
動 

が

見

ら

れ

：る

」

そ
の
第
二
は 

T

各
地
域
を
固
定
す
る
と
、
ど 

の

地

域

も

年

齢

間

に

一

矩

.
の

変 

.
を1

东
す」

と
ぃ
ぅ
Z」

と 

で
あ
る
。

さ
て
、

こ
れ
ま
で
の
諸
研
绝 

で
、
女
子̂
_

カ
罾
が
ギM

別 

に
耻
型
を
な
し
、
そ
の
第
一
の 

ピ
ン
ー
ク
は
、
：
ニ

0

丨
ニ
四
歲
、

く
第
：
ニ
.
の
ピ
ー
ク
は
、

四
〇
丨
四 

九
歲
で
、
そ
の
中
間
に
存
在
す 

;

る
底
は
、

三
〇
丨
三
九
歲
で
あ 

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た 

''
:(

文
献
¥

>

。

'

.... 

-

:

■■
.

.

一
.

.

.

わ
.れ
わ
れ
の
五
歲
き
ざ
み
の
.

地
域
別
資
料
で
は
、
殆
ど
の
府 

.
県
に
お
い
て
、

ニ
〇
1

ニ
四
歲 

.
が

第

一

の

ピ

：一

ク
、

次

の

：
震

..
-1

四
.

九
.C

S
1
:

三)

.8
°

7C
:
 

I

60
I
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年
齡
別
女
子
労
働
力
苹
の
変
動
要
因



t第 六 表 の つ 3 き 〕

m
神 奈 川 新 潟

m
富 山

M
石 ; 川

m
福 井

⑽
山 梨

1 ) 1 5 〜 19歳 10.6 58.2 31,9 25.5 25,4 30.9
2) 20 〜 24 10.8 56.2 42.7 86.5 37.3 36.5
3) 25 —  29 18.5 65.2 57.5 50.6 50.2 52.8
4) 30 〜 34 27.1 68.9 58.6 54,5 53.9 63.7
5) 35 〜 39 28.1 67.1 58.8 55.2 54.6 64.3
6) 40 〜 44 30.3 68.3 61.6 58.2 56.8 64.3
7) 45 〜 49 34.4 72.1 66.4 64.4 65,0 70.1
8) 50 〜 54 40.8 76.4 71.7 71.2 71.2 75.6 '

. . ’ 9) 55 〜 . 59 46.0 78.9 77.1 76.0 76.2 79.8
10) 60 〜 64 ' 50,9 81.3 80.1 79,7 82.6 81:7
1 1 )服 〜 54.8 83.7 84.7 85.7 87.8 85,8

1 22.3
. . ハ..

66.5 57.9 53.7 54,9 57.1

侧
長 野

EOHBBxxsBannBaaasHnBaM
W

岐 阜
盤  

静 …岡
M

琴 知

• . . •； 

傭

三 / 重

、：

履
滋 賀

' 1 ) 15 〜 19歲 40.7 18,4 18.1 8,5
/ ミ. 

$7；8 27.8
2) 20 〜 24 45.1 31,8 30.4 18,8 節 41.9
3) 25 〜 29 65.5 傲 49.3 35.8 M 5 64.8
4) 30 〜 34 72.8 58,1 52.4 41.3 61.8 71.6
5) 35\ 〜 39 7^1 56.5 51.3 41.0 61.0 70.1
6) 40 ■〜 44:. 72.0 へ 58.9 54,2 43.8 62.9 71.0
7) 45• 〜 49 75.B 64.9 58.7 47,9 65,9 72.9
8) 50 〜 54 79,0 69.0 64,6 53.5 71.4 77.3

t  9) 55 〜 59 82.4 78,4 69.6 59.2 74.3 79.0
10) 60 〜 .64 85.4 78.1 72.4 64.8 76,1 81.3
1 1 ) 65 〜 87.9 82.4^ 76.2 71.7 78.2 82.7

計 66.7 51.5 46.5 38.3 56.1 49.0

年
齢
別
女
子
労
働
カ
率
の
変
動
要
因
：
：

'

.

:

.

.五
：

制 年齡別女そ參丼業従事考数-■(闰勢調亦)
、 〔第/ 、表〕 年M 好 _ 纖 織 1 (1955)

____  __ . . …  ._____________ [|1JM_ a_Mm]aiaajwagM[T1_ ^ — — — ~  ' 】 》 1丨綱… ii rmm «*— — — r

. ....
⑵

青 森
(3)

岩 手
⑷

宮 城 秋 (5)田
(6)

I I I 形
(7)

福 島

1 ) 1 5 ..〜 19歳 67,4 66.0 55.0 66.4 60.3 61.9

2) 20 〜 24 63.9 64.2 56.2 66.1 59.8 61.7

3) 25 〜 29 70.1 71.8 64,2 72,9 66.3 69.8

4) 30 .〜 34 70.0 73.8 65.1 73,9 67.3 70,8

5) 35 〜 39 70,4 74.5 64.1 72.9 65.9 68.0 .

6) 40 〜 44 70,5 75.8 64.8 73.6 66.7 69.2

7) 45 〜 49 73.3 78.9 67.4 75.5 69.9 .72.8

8) 50 〜 54 76.8 83.2 70.8 79.2 .73 .4 77.6

9) 55 〜 59 78.8 86.4 74.0 80.8 75.0 80.5

10) 60 ~ 64 81.4 88.3 75.8 82.1 バ 76.4 83.2

1 1 ) 65 〜 82.4 88.9 76.3 81.1 76.5 84.2

計 70.3 73.7 63ュ 72.2 65.9 69.4

(B)
茨 城 .

(9)
W i 木

m
群 馬 埼 玉

(12)
千 葉

03)
東 京

1 ) 1 5 〜 19歳 65.4 47.0 40,7 37.9 53.1 2.4

く 2) 20 〜 24 67.2 51.8 47.6 41.5 54.0 2.5

3) 25 〜 29 75.7 63.5 59.0 57.7 66.0 4.2

4) 30 〜 : 34 78.1 66.2 63.7 66.4 70.2 6.3

5) 35 〜 39 74.5 62.1 59.5 62.9 68.7 6.9

6) 40 〜 .44: 74.1 62.5 59.7 63.1 68.0 7,8

?) 45 〜 49 77.1 65.6 64.1 67.7 71.0 8.9

8) 50 〜 54 80.9 71.3 71.0 74.3 : 76.8 : 10.8

9) 55 〜 59 83.9 76.1 75.3 78.1 80.4 13.4

10) 60 〜 64 85.8 77.8 78.9 81.1 81.1 16.2

1 1 ) 65 〜 85.7 78.8 80.3 81,9 82.6 21.2

計
74,9 62.1 58.5 57.5 66.6 5.2

五
0

:

0

六
.
ニ
：
四
ゾ



讀 : 顏

㈣
佐 贺

m
長 崎 熊 本

m
大 分

匕 脚
宮 崎 鹿 度 島

， 1) 1 5 〜 19歲 45.1. 45.7 54.3 45.3 54,1 60.1

2) 2 0 〜 24 49.2 42.3 55.4 50.5 55.2 60.2

3) 2 5 〜 29 61.3 56.2 64.7 63.3 67.3 74.4

4) 3 0 〜 34 63.9 59.4 • 66.3 65.7 69.3 76.8

5) 35 ..人 39 60.9 58.2 64.5 65.3 68.2 76.1

6) 4 0 〜 44 61.7. . . . . . . . . .
59.1 65.4 66ュ 69.3 76.9

7) 45 .〜 49 65.2 63.4 6 7 , 69.6 73.1 80.4

8) 50 .〜 54 68.8 68,1 71.6 73.4 78.0 84.5

9) 5 5 〜 59 73.1 72.1 74.7 76.4 810 88.2

10) 60 'へ1 64 75.7 76.0 76.8 79.2 84.5 91.0

11) 65 .〜 79.0 79.8 78.6 81.6 86.7 93.7

計 60.0 57,3 63.8 63.9 67.6 76.2

〔第 : ^ 表 の つ づ き 〕

- . . . . . 1

, 細)
徳 島

㈣
香 川 m 锻

■MmteaMBHBMBunnoaMaa
卿

為 、知 m 岡

1 ) 1 5 ッ 19歲 39.2
...■ .. ■ * . : 32.7

... . . . . . -  
30,6 48.3 22.3

2) 20 ん 24 . 51,0 44.0: 38.8 51.3 25.3

3) 25 〜 29 : 63.2 59.4 58.6 62.4 36.2

4) 30 ^  34 63.9 61.3 60.5 61.2 40.4

5) 35 〜 39 61.0 ' 59,7 59.0 59,9 40,4

6) 40'〜44.:' 63.0 60.7 61.5 61.4 41.7.

‘ 7) 45 〜 49 ：67；4 64.2, '* ,'v ■ . 64.0 >5.1 45.2

8) 50 〜 54 72；1 68.B ： 68.7; 70.6 49.8

9) 55 〜 59 76.6 : 73.8 >2 .5 : .7 4 .9 55.2

10) 60 〜 64 80.0 76.8 75ュリ 77.9 61.4

1 1 ) 65 〜 82.2 ； 79.7 79.4
. ■ - • ； ■

80.7 66.6

計 .62.6 58.8 56.8 63.0 37.5

年

齢

別

女

，子

労

镦

カ

率

0
変

動

要

因

:

五
3

:

1

0
六
：
.
ニ
：
'
七〕

’

〔第 六 表 の つ づ き 〕

.. ■ ■.-

■ ■ • ■ 鱗

京 ， 都
抑

大 阪
m

兵 郞 ：奈 岚 和 歌 山

. . . : - . . . . .  

1 ) 1 5 〜 19歲 7.3 1.9 10.5 19.2 20.5 '

2) 20 〜 24 14.4 . 3.4 . 20.4 30.8 . 31.8

3) 25 〜 29 29.7 8.4 . 39.8 51.9 49,5

4) 30 〜 34 36.1 1 11.9 .4 5 .8 57.5 v : 55.4

5) 35 〜 39 36,4 13.3 45.0 心: 56.4 ^ ハ.::53,

6) 40 〜 44 30.8 14.6 46.2 54,7； 53.6

7) 45 〜 49 40.0 16.2 ‘ 50.3 59,2 57.6

8) 50 〜 54 44,8 18.1 54.4 63.3 . ... 63.8

9) 55 —  59 49.3 20.7 59.B 66.5 .6 6 .2

10) 60 〜 64 53.7 跟 6 65.6 69.3 , 69.2

1 1 ) 65 〜 64.9 24.9
I

71.8 69.3 .73.0

計 30.6 9.0 38.6 49.1 49.3

5
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層
は
、.三
.
〇
ド
三.
西
歲
、
：
第
二
：の
ピ
ー

ク
は
、
四
〇

|

四
四
歲
で
あ
る.こ
と
が.(

.

‘ 

:
明
瞭

に

着
取
ざ
れ
る
，

(

笫
五
表.の
〇
印
は
ピ
丨
：タ
：

4

印

は

底

>
。
-:
'
'
:
彳

S

み
に
工
業
県
と
農
蒙
お
よ
び
そ
の
中
間
の
県
を
幾
つ
扒
抽
出
し
？
こ
：れ

:-

、 

に
つ
：い
；て

年

齢

別

労

働

力

率

を

図

示

し

た

も

.
の
が
第
一
図
で
あ
る
。
ど

の-
 

ん
県
に
私
い
：て
も
ニ
〇
丨
ニ
四
歲
を
ビ
ー

.
ク
ど
.
し
、.
：ニ
五
丨1
|

九
歲
と
漸
減
し、::
;

.

:

:
 

三
〇
！

三S

歳
を
底
と'し
て
苒
ぴ
増
加
し
、
四
〇

|

四
四
歲
を
第
ニ
の
ピ
|
ク 

と
し
て
、
以
後
降
下
丄
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

 

U

 

;

従
来
、

こ
：
の
财
字
塑
に
づ
：い
て
括
次
の

1

ぅ
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
..佐
々
木 

翠

男

氏

に

よ

る

と
f
w)
.

1

五
丨
ー
九
歲
は
進
学
年
限
の
延
長
に
よ
る
年
次
的
滅 

.

少

、
：(p)
u

o.
l

l
 

@

歲
の
ピ
丨
ク
は
、
：

.一
.：

つ

に

與

子

働

力

率

C

一
 

k

—

一一

四
.
歳
ま
か)

の

轰

減

少

に

伴

い

、
资
働
需
要
が
女
子
の
こ
の

‘
年

齢

層

に

対.

し
強
ま.
っ
て
ぎ
た
こ
と
、

ニ
つ
一
に
は

^

^

後

も

顆

を

し

な

^
と
い
ぅ
傾
向
に 

:

よ
っ
て̂

_

さ
れ
る
。
.

M

そ
れ
以
後
の
低
下
は
、
:'
§

丨
出
産
に
よ
る
労
働
力 

0

非
労
働
カ
化
、
.

圬

第

ニ0

ピ
ー
汐
は
、
幽^

死
別
そ
：の
他
の
理
由
に
よ
り 

^

•

以
後
再
び
就
業
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ぅ
た
層
、
へ
家

■

働
が
ら
解
放
さ
れ
：

た

肩

；
一：
度
リ
タ
ィ
ア
レ
た
後
に
家
族
従
業
者
と
し
て
再
登
場
じ
た
層
贮
よ
っ 

て
説
明
さ
れ
、

S

そ
の
後.
の
老
年
ま
で
の
贿
滅
傾
向
は
老
齢
：に
伴

5

労
働
市
場 

.

.か

ら

の

リ

.タ

ィ

ヤ

に

よ

:?
)

も

の.
で

説

明

さ
^-

る
0」

も

の.
と
.
考

え

ら

れ

た

.
。

.

：■

上

ぅ
o

3

第
六
表
は
、
都
府
i

に
各
年
齢
層
女
子
労
働
力
の
う
ち
農
秫
業
従
事
者

'•

五

四

(

六V
I

八)

.

O

U

:

の
占
め
る
比
率
を
計
算 

し
た
.
も
の
で
あ
る
。
先

55
>

59

■

:

::
'■

の

第

：
一
、
図

の

各

県

別

労
 

5
 

5

''
:

働
力
率
：̂

と
比
較
し 

45
i

4f
.

て
み
る
と
、
農
林
業
従 

40

丨
44

，事
者
の
占
め
る
比
率
の 

35〜

39

高

い

県

ほ

ど

農

は

'上 

?0
i

34

位
に
位
置
す
る
こ
.
と

，お 

25
i

29

よ
び
農
業
県
ほ
ど
第
二 

o
 

.

4■

の
.
ピ
I
 

■ク
が
高
く
 

(

双
M

i

n

i

.

丨
;:
>

の
位
置
が
浅
い
こ
と
が
1

■；

卜 
'離
,

ン
.
：

.

女

子

労

働

力

率/
■

'

へ
：

わ
か
.
る
。

——

次
に
第
六
表
は^

の
県
に
お
い.て
も
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
：つ
れ
て

、
0
 

業
従
事
者
の
占
：め
る
比
率
が
高
く
な
？
て

い

る

:0 

以
上
の
事
実
と
、
：
前
■

第
三
表
に
の

T

た
、
市
部
、
郡

部

別

年

齢

別

女

罢 

働
力
率
め
表
を
考
慮
す
れ
ば
、
第

『
I

図
の
よ
ぅ
な
労
®

率
曲
線
を
考
え
る

こ
 

と
が
.で
'
き
る
0

'

ン

す
な
わ
ち
；、
■

農
称
業
主
家
計
で
.
，
は

年

齢

別

：
に

み

て

、

一
一
〇

歲

以

上

五

〇

歲

未
 

満
，の
成
年
女
子
労
働
力
率
の
変
動
は
な
い
、
あ
っ
て
も
微
少
で
あ
る
と
考
え
て 

よ

い
:0
.

他
方
、
都
市
勸
労
者
家
計
ば
、

三
〇

|

三
四
歲
ま
で
急
激
に
減
少
し
、 

そ
の
後
若
干.の
増
加
を
見
て
四
〇

—

四
四
歲
で
.第

一

一
の
ピ
ー
ク
を
つ
く
る
が
そ

労働力

た

家ii

農林家i；欣价?

_

\
N

/

 

1

麥

'

れ

率
\

者

、.
 

さ

力

： .，

労

.率 

讯

傲

，
.

.

、.勤

力
.
. 

観

労

：
、
、
、
市

.
働
 

都

労

、

(A

I
I
I
I

i ? v  

! k 、

i  ： \
t
/,
\
i
i

の
高
さ
は
農
業
県
に
比
し
て
著
し
く
低
い

,%
-
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
府
県
の
女 

子

労

働

力

率

農

は

両

者

の

平

均

截

(0
)

で
あ
る
か
ら
、
農
業
比
率
の
高
い
県 

は
、
第
ニ
因
の㈧
農

に

近

く

な

り

、
低
い
県
は
第
ニ
図
の
⑶
農

の

型

に

近

：
 

く
な
る
と
云
え
ょ
ぅ
。

/

.

..

も
し
こ
の
こ
と
が
^

実
で
あ
れ
ば
第
：一
の
要
因
た
る
社
会
学
的
条
件
の
変
化 

が
及
ぼ
す
影
響
は
、
農
村
家
計
に
つ

い

て
殆
ど
i

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

.

:•
.
: 

ニ

：.
.

.

'.:
.

.

.-

ベ

：

.

V

 

っ

パ
-

.

；
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'

:

:

:

:

:
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.
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.

..
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•

4

農
林
！^

計
の
中
年
女
于
労
働
力
に
お
い
て
、
年
齢
別

.
に
⑷
曲
線
が
平
坦
. 

で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
資
料
が
次
の
第
七
表
で
：あ

る

,0

第
七
表
に
ょ
れ
ば
、 

第
チ
次
産
業
の
、

二
五
歲
以
上
四
〇
歳

未

満

の

女

子

就

證

(

表
の
1)
.
欄)

;0
;

: . 

増
加
は
廣
か
に.五万

：！

ハ

千

人

で

、

.

ニ

こ

％

の
増
加
率
、
四
〇
歲
以
上
六
〇 

歳

簾

は

、
九
万
六
〒
入
で

一
一
一
.

七
％

の
増̂

率

で

箜
.

一
次
、

®

一
一
次
産
業
の 

増
加
率
に
比
べ
て
著
し
く
低
い

0

人
口
の
増
加
率
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
の
第
一
一 

図
の
農
称
家
計
女
子
労
働
カ
率
⑷
農

の

形

の

妥

当

性

を

確

認

し

得

ょ

ぅ

。

-- 

1

四
丨
ー.
九
歲
は
、
: -

變

に

お

い

て

二

三

万

三

千

人

の

減

少

、
'
そ
の
ぅ
ち
第 

一

次

豪

は

、
三
八
方
七
千
人
滅
で
、

3

五
-

1

%

の

滅

少

率

を

承

し

て

い 

る
。

ま
た
、
年

齢

別

労

働

力

率

薦

で

第

：一

.

の
ビ
-

ク
：を
し
る
し
た
ニ
0

丨
ー
ー 

四
歲
で
も
、
第一

次
産
業
は
、1

五
万
七
千
人
の
減
、

一
三

.

•

〇
％

の
減
少
率 

を
示
し
た
。

こ
の
こ
ど
か
ら
、
農
家
家
計
の
未
婚
若
年
齢
女
子
労
働
力
の
多
く 

.

.ガ
、

称
業
に
従
事
し
て
い
る

.こ

と

を
類
推
^.
る

こ

と
が
で
き̂

C

次
に
策
r

g
(B
)

農

の

妥

当

性

に

づ

：

h

て
ぱ
先：

に
が
か
げ
た
第
穴
表
冷
見
る
- 

と
、
す
べ.て
の
県
に
：お
い
て
、
年
®

層
の
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
女
子
旁
働

:

年
齢
別
女

子

労

働

力

率

の

変

動

要
因

.

.

.

:

力
に
占
め
る
農^

業
従
事
者
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。

こ

の

こ

と
か
ら
高
年 

.

齢
層
に
な
る
と
農
林
計
の
労
働
力
率
曲
線
よ
り
も
急
激
に
非
農
鉢
^

M

計 

'

の
労
働
力
率@
^

が
滅
衰
す
る
と
い
う
第
ニ
図
の

(8

)
曲
線
の
形
を
知
る
こ
と
が 

ぃ
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

.

.

.

.

ふ
.

.

.

,

.

.

5

，'
こ
-
A

V
で
年
齢®

毎
に
そ.
の
就
業
の
特
徽
を
み
よ
う
。
第
八
表
は
、
年
齢 

■
.
.
階
層
毎
贮
、
.

女
子
労
饊
カ0

就

霧

造

を

、
;

縱

に
<

1

遵
業
、.
B

製
避
業
、G

卸 

売
小
売
業
、
：
0

サ
I

ビ
；ス
業
に
分
け
、
横
に
、
業

主

、
家
族
従
業
者
、
雇
用
者 

別
に
と
ら
て
、
そ
の
組
合
わ
せ
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
四
丨

1 

:

九

萎

子

総

人0

五
.
：ー
四
万
人
の
3

ち
、
農

業

就

碧

は

、
'.
'
ー
〇
八
万
三
千
人 

'

で
、
.
さ
ら
に
そ
の
内
訳
は
、
.
業
主
が
七
千
人
、
一
家
族
従
響
が

 

一
o

一
 

方
西
千 

'.

人
、
ニ

農

囊

雇

用

者

が

：六
万
ー

'-
;

千
人
と.
な
ク
て
い
る
°〈

''
6

'

'

第
九
表
は
、
ぞ
れ
等
を
比
率
^
総
人
ロ
卩
が1
0

0ど
す
るV
.
の

形

で

示

し 

た
も
の.で
あ
っ
て
、

：

そ
の
年
齢
層
の
就
議
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
九 

表
は
次
の
ニ
通
り
に
：解
釈
す
る
と
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
第
一
は
、
■こ
の
表
を
部
齢
層
別
の
就
業
機
会
の
変
化
で
あ
る
と
考
え 

る
。
ど.の

醫

も

農

議

族

従

響

.の
比
率
は
他
に
比
べ
て
庄
倒
的
に
高
い 

.

が
、
そ
の
他
の
就
業
機
会
の
変
化
は
、
興
味
ん
る
事
実
を
提
供
し
て
い
る
。
表 

の
粋
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
比
率
ガ
ニ
％
以
上
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
農

議

族
 

V

従
業
渚
を
別
ど
し
て
、
、
一
四

I

一
 

九
歳
'で
は
、
.
就
業
の
大
部
分
は
非
農
称
雇
用 

;
. 

'
:者
と
し〉

9

就
業
機
髮
を
有
す
る
が
、
l

o—

r
一
四
歲
で
は
と
ぐ
に
第

I

—•
欠
産 

:

業
雇
用
機
佘
の
増
大
が
見
ら
れ
，る
。
そ
れ
に
加
え
て
非
農
鉢
業
家
族
従

i

の
.

:

:

五

五

(

六
ニ
九)

.



〔第八表〕 女子労働力の就業構造(国勢調查） （1950) (looo人)
女 （14〜1 9 歳） 〔女子人口]? =5140〕

T 業 主 家 族 従 業 者 M 用 者

2 3 2 9 3 1 : 1 1 3 0 1 1 6 5

A 農 1 0 8 3 7 1 0 1 4 6 1 — 農 1 0 9 2

B 骒  造 ん 卜 5 4 8 ..''ベ :''.:‘ 5 3 4 5 0 9 I
0 卸 売 小 ， 売 1 8 8 ；： 卜::": . 5 5 1 1 3 2 [ 非 農 1 2 3 3

D サ 一 ビ ： ス 2 9 2 1 3 1 8 2 6 1 J

(20〜 24 歳） 〔P = 3 8 9 9〕

T 業 • 主 家 族 従 業 者 M 用 奢 ... ’..........

........ ....2 4 4 1 9 3 1 2 8 6 1 0 5 7 ,

A ...'...農 ...''.:. 1 1 9 0 3 1 1 1 1 7 4 2 — 農 1 2 0 0

B 製  造 3 7 6 , 9 4 2 3 2 4

C 卸 売 小 売 2 3 9 1 7 ■ 8 4 1 3 7 非 農 1 2 3 7

D サ 一 ビ ス 3 6 3 3 6 2 7 3 0 0

( 2 5 〜 3 9 歳 ） 〔 1) = 8 8 6 9 〕

: 、.. • :....

寄 : 全 家 族 従 業 者 展 用 者
： %

4 3 1 8 6 3 3 " 2 7 8 4 8 9 3

A : 農 2 6 7 0 3 0 9 2 3 0 6 — 農  2 6 9 1

b m  ■ 造 . 4 1 6 4 5 1 0 0 2 7 0 ]
0 卸 売 小 売 5 4 2 1 4 4 2 7 2 1 2 5 、非 農 1 6 1 8  ■
P サ ー ビ ス 4 6 4 1 2 9 6 9 2 6 4 J

( 4 0 〜 5 9 歳 ） 〔P ニ 7 3 0 3 〕

' [ .  
i ." ；. •

T 業 主 家 族 従 業 者 雇 用 者

3 7 0 0 7 5 3 2 5 0 3 ， 4 8 8

A \ 農 , 2 5 7 8 4 0 4 2 1 3 7 3 6 — ■ 農  2 5 9 2

B 製  造 2 4 7 4 2 7 7 1 2 8 1

a 卸 売 小 売 4 4 6 1 8 4 2 1 5 4 7 } 非 農 1 1 0 1

D サ — ビ ス 2 8 4 1 1 6 • 4 6 1 2 3 J

( 6 0 歳 以 上 ; ） CP = 3 5 7 2 3

ゲ で . ' : : : . . ：
業 ' 主 家 族 従 業 者 雇 m  m ： ......'

9 6 8 1 8 0 7 B1 5 5 ..' ■

A . . 農 7 9 0 1 1 0 6 7 3 8 — 農  7 9 B
B 製  造 3 5 1 1 1 3 1 1 1

C 卸 売 小 売 7 6 3 8 3 3 5 非 農 1 7 3

D サ 一 ビ ス 5 2 2 1 7 2 4

cn co o  o  oi
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f

傾
向
が
現
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
非
農
脉
寒
王
と
結
婚
し
た
女
子
の
、
家
族 

労
働
力
化
と
、
同
家
計
未
婚
女
子
の
家
族

^

働
力
化
の
合
計
で
あ
ろ
う
。

一

£

 

歳
を
過
ぎ
る
と
、
雇
用
労
働
は
減
少
し
、
労
働
市
場
に
お
け
る
妻
の
新
た
な
雇 

用
機
会
の
消
先
を
意
味
す
る
と
典
に
、
妻

の

非

農

秫

家

族

従

響

と

し

て

の

就

，
 

肇

は

増

大

す

る

。
；四
0

歲
を
こ
え
る
と
、
雇
用
労
働
の
就
業
機
会
は
更
に
減 

少
し
、.
逆
に
、
農
業
お
よ
び
卸
売
尖
業
の
自
家
労
傲
従
事
者
の
比
率
が
増
し 

六
〇
歲
以
上
で
は
、
就
i

の
大
部
は
農1

に
限
ら
れ
て
し
ま
う
0.

そ
の
第
二
は
、

こ
'
.の
表
お
よ
び
第
八
表
を
女
子
労
働
の
生
涯
.に
お
げ
る
変
遷 

を
示
t

の
と
見
る
立
場
で
あ
る
：0

農
林
業
従
事
者
は
、

ニ
〇
歲
か
'ら
六
〇
歲 

ま

で

蹇

的

に

三

〇
な
い
し
三
五

.
％

ま
で
の
間
に
固
定
化
し
、
：
こ
の
罾
の
年
齢 

変
化

に

対

す

る

家

族

労

働

の

定

着

霞

を

示

し

て

い

る

.(

第
—*
一
 

因
㈧

曲
線)

0

非 

霖

業

雇

用

者

は

、
製

造

業

に

お

い

て

年

齢

と

共

に

0

k
 

0

三
次
産
業 

(

卸
売
小
売
業
、
サ
一
ビ
ス

.
業)

で
は
、

こ
〇
丨
一
一
四
歲
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
漸 

次
労
働
市
場
が
ら
の
リ
タ
ィ
ヤ
の
傾
向
を
示
し

c

第
.
ニ
図
(8
)

曲
線)

、1
展
用
赞
働 

は
r

四
〇
歳
を
過
ぎ
て
急
減
す
る

。

.

:

上
記
港
免
方
の
う
ち
、
前
者
は
労
働
需
要
側
め
条
件
で
高
年
齢
女
子
に
殆
ど 

雇
用
の
機
会
を
与
え
な
い
状
況
を

.示
す
と* -

に
、
後
者
は
供
給
側
の
.
変
動
の
反. 

映
と
見
る
浪
方
で
あ
っ
て
、

.
_
'両
者
は
共
に
背
反
す
る
考
え
方
で
は
な
い
。

か
ぐ 

し
て
各
年̂

^

の
傲
働
力
構
造;^次
の
よ
う
に
要
約
し
う
る
。

.

.
1
:

五—

.

|

九

歲

の

於

子

屬

カ

率

の

！

^

は
、
第

|
忆
生
活
水
準
の
向
上
表 

共
に
進
学
率
の
向
上
と
な
マ
て
表
わ
れ
、

#

に
郡
部
の
減
少
率
は
著
し
い
。

し 

か
も
こ
；の
年
齢
の
女
子
就

,

は
、'
.非
^

|

屐

用

者

と

し

て

の

比

率

が

^:
き

べ

年
齡
別
女
子
労
働
力
率
：の

変

動

要

因

.

新

潘

労

働

力

の

；
旺

盛

：な

需

要

傾

向

と

相

ま

.

？
て
、
こ
の
層
の
.
農
林
業
就
！

w

を 

益
々
減
少
せ
し
め
て
い
る
。

.■
'

.

ニ
〇
丨
一.1
:四
濃
0

ピ
ー
ク
は
、
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
最
高
を
示
す
が

、

㈱

 

.に
非
農
秫
業
の
労
働
力
化
が
大
き
い

0.
.

こ
の
層
は
、
第I

に
勤
続
年
限
の
長
期 

.

化
に
伴‘
つ
て
、
：u

o

w

^

に
就
業
し
、

か?

」：

の
年
齢
層
に
達
し
た
も
の
、
. 

第
一T

に
学
歴
の
嵩
い
層
の
高
度
.
の
，就
業
傾
向
、
.第
三
に
結
婚
に
よ
る
リ
タ
ィ
ヤ 

が
あ
る
と
は
い
え
そ
.
の
リ
タ
ィ
ア
率
，の
年
次
的
減
少
が
労
働
力
率
の
減
少
を
阻 

止
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

'0

:

ニ
五
歳
以
上
！

一

九
a

ま
.で
は
：、
'
社
会
学
的
要
因
と
し
て
は
非
農
称
之

V

に
勤 

労
者
家
計
の
結
婚
出
産
育
児
文
基
づ
く
労
働
力
，の
非
労
働
力
化
、
三

0

丄

ニ

四

，
 

歲

を

底

と

し

，
て
、
四

0

|

四
四
歲
に
至
る
労
働
カ
率
<0

靈

は

、
.
や
は
り
非
農 

秫
業
家
計
の
家
事
労
働
力
か
ら
の
解
放
、
死
別
離
別
に
基
づ
く
家
計
中
心
者
と 

し
て
の
就
業
等
が
厫
因
し
、

'
さ
ら
に
そ
の
後
の
年
齢
層
に
.お
い
て
は
、
農

‘
，
非

、 

農
共
に
老
齢
に
伴
ぅ
ス
労
働
カ
の
非
労
働
カ
化
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
だ 

ろ
ぅ
？
以
上
が
社
会
学
的
圏
に
基
づ
く
説
明
で

'あ
る
。
次
節
で
経
済
学
的
要 

因
の
重
覆
を
検
評
し
弋
み
よ
ぅ
。

 

：

,

.

:

•
-:
,
:
四'

年

齢

別

女

子

労

働

力

率

と
.:

.

.

吳

子

賃

金

率

の

関

係:'
'

V

1

女
！̂

働
力
、.特
に_1:1

五
歲
以
上
の
中
年
女
i

働

力

の

大

部

贫

家

計 

補
助
时
労
働
カ.で
あ
る
以
上
、
す
で
^

の

べ

た

通

り

、

勤.^
者

家

計

で

は

家

計 

核
収
入
率
と
強
い
関
係
を
有
し

•て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
経
験

1

実
を
®

.

'

/

.

五

九

C

六
三
：三

)

：

〔第九表〕 女子労働力の就業擀造(槠成比) 
女 （14〜1 9 歲) ( 1 )  〔女子人口 100〕

農 0.3ら5 

[ 非農 0.151

- 農  0.222 

非農 0,048

(6b歳以上）(10)(11)

T

T

0.271

業 主 家 族 従 業 者 扉 用 者

0.050 0,205 0.015

(0.055 0,293|
0006 0.011

' 10.025 0.0291
0016 0.006

0.2601
0.011

J0.031
0.008

―• 農 0,303 

I 非農 0.182

― 農 0.如8 

| ，非農 0.317

. ― 農  0.212 

非農 0.240

(40 〜 59 歳) (6X7X8X9)

T

T

0.507

業 主 家 族 従 業 者 雇 用 者

0.103 0.343 0.060

(25〜3 9 歳）⑶⑷(5)

T

T

0.487

業 主 家 族 従 業 者 雇 用 者

0.071 0.314 0.101

(20〜 24 歳）(2)

T

T

0.626

業 主 家 族 従 業 者 雇 用 者

0.024 0.330 0.271

T 業 主 家 族 従 業 者 扉 用 者

T 0.453 0.006 0.220 0.227
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'•
L

て
推
論
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
関
係
を
年
齢
別
に
考
察
し

_

て
み
る
の
が 

で
あ
る
。

;

.:

家
計
核
取
入
率
は
、
.自
営
業
主
家
計
に
：お
い
て
は
自
家
生
産
力
水
，準
、
勤
労

， 

.畫

1{
-;
に
お
：が
で
は
家
計
核
パ
«

帯
主〉

ー
賃
音
率
で
；
4
あ
え
：.る
シ
こ.と
が
で
、き
：
 

:^
_

わ
れ
の
場
合
、.農

.
乘

農:'
.

:®
:
:営
業
至
家
計
に
お
げ
：る
^
^
入
薄
を 

得
る
こ
と
が
で
き.な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
す
で
に
見
た
通
り
、
農
業
家
計
忆
お 

け
石
女
乎
贺
働
办
ば
き
わ
め
右
傷
的
な
性
格
を
有
し
て

'
い
：各

ゆ

克

、
'
農

業

家 

計
の
女
率
は
固
定
；

i

と
見
m

b

5る
？
：
■

,

:

'

'.
い

.'

:

m農
！！

遭

^

^

主
に
ヴ
い
弋
戏
溝
干
^
問

題

が

残

兔

わ

れ

わ

れ

は

欢

の 

ょ
ぅ
於
論
議
を
進
め
た
い
。
す

.で

に

非

農

林

業

邊

業

主

貧
$

の

先

働

鬆

分. 

析
て(

文
献
亚)

':
'
-
に
お
.
.い

て

次

の

霞

実

を

統

計

的

に

確

認

し

た

。

_

:-
.

.;
,
: 

.
:■ 

」

''
s

，

「

非農
称家
計

.
の
，非̂

^

率
^

拟
市
場
賃
金
率
琢
と
負
の 

相
関
を
も
つ
 

0

J:'
. 

;
'
.
:
,

”
::
:
:
;'
-.;

」 

'

妙

「

市

場

霊

率

膏

の

高

い

地

姨

：で
は
、
家
族
従
業
者
か
ら
雇
用
労
働
カ
へ 

の
：流
動
転
：

^

生
じ
、.
全
体
.
、
こ

し

セ

：
み

る

>

费

働

カ

：の
非
％

働

カ

化

が

生

ず

.

•

㈧

r

男
子
家
族
说
業
者
は
市
場
賃
金
率
と
無
相
関

.
で
あ
る
。'—
.:

へ 

^
I
D
「

女
子
家
族
従
業
者
は
市
場
賃
金
水
準

(

こ
：
の
場
合
は^

相
関
関
係
に
ぁ
る。
i

v

-.

辦
.7-
1
圏

：

g

な
観
測
：で.ぁ
.る
が
、.
市

場

賃

金

寧

の

低

い

地

域

ほ

ぶ

獲

^

自
 

営

證
':の
比

重

-

大

で

あ
る
O

J

.
'
 

し
:-
'
.

;

.
:以

上'^
組
合
ゎ
せ
、
-.
'
._

賃
金
率
0

代
表
と
し
て
男
子
賃
金
率
を
：と
る
と
、
.：

.六
〇

(

六
三
®)

.

.

;
,
;男
吁
賃
金
箏
の
湘
对
的
_

^-

地
域
で
は
、
非

馨

義

は

相

対

的

に

滅

少

、
' 

そ
の
内
容
の
变
化
は
、
主
に
女
子
家
族
従
業
者
の

*.

用
労
_
カ

化^'
伴
.い

つ
 

•

つ
、
全
全
体
と
し
て
は
、
非
核
有
業
率
の
減
少
と
い
う
彩
を
と

^
で
；知
ろ
う0 
:そ 

.:

.

の
動
き
は
主
：に

非

農

林

變

許
..の
動
き
，に
支
配
さ
れ
る
と
考
え
て
ょ
い
。

.

2
.
.
;
;
:第
ポ
表
は
、
前

掲

第

丑

表

の

-.

九
成
政_

都

府

醫

就

蒙

と

、
_
毎

月

勤
 

、
..
:.:-

|

#

統
計
她
访
調
査
士
ヴ
同
年
'^

月
の̂

^

府

県

別

男

子

賃

金

(

き
ま
マ
て
支 

ノ
給
す
る
給
き
を
七
カ
'^

両
者
に
回̂

^

を
当
て
は
め
：た
結
果
の
表
で
あ
る

c

 

.

雄

寒
^

傲

L

 

=

 

R
 

W

+

 

$

命

;

猫

中

域

•
聆
 

J:

結

果
;^

要
約
す
る
と.：

，.

.

ぶ
：

：
/

'

:

'

.

-

:
 

:

:

.

'

3男

女

子

共

忆

、
へ
：
一

;

|

:

1
ー

九

歲

は

、

籍

関

に

近

い

。
：
長

^

§

に

兒

れ

ば 

•

;̂

学
か
就
業
か•の̂

^

は
漱
取
入
率
ム
た
が
/
フ
て
也
活
水
準
と
相
関
が
あ
る
箬 

で
あ
る'0
し
か
し
次
の
酒
由
に
ょ
：
っ

.

て
.
こ
0 :
無
相
関
の
意
味
づ
け
が
得
ら
れ 

へ
る
。
，
そ

：
の

第

1

は
農
潔
家
計_の
核
収
入
率
と
毎
勤
統
計
男
子
賃
金
の
関
係
で
.あ 

，
る

。
：
後

者

で

；も

ら

て

前

者

：
の

代

表

と

は

み

な

.
し
得
な
い
。
そ
の
第
二
は
、
：
非
農 

.

林
自
営
業
主
：の
男
子
货
働
力
の
う
ち
家
族
従

*

^

ゆ
男
子
賃
金.と
無
相
関
：で
あ
.

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
.
Vそ
；の
第

111.

は
、
'
舆
女
を
問
わ
ず 

.，
■と
ル
て
市
場
に
登
揚
す
る
が
ハ
新
規
労
働
カ
確
保
の
龙
め
の
労
働
需
要
競
争
の 

一
結
吳-、
彼
等
.に
.呈
.示

さ

れ

る

賃
金
：.：(

こ
の
«
ム
ロ
は
、'^
11
»
金)

.に
大
な
る
格 

:

差
が
存
在
す
：る
？
し
だ
が
-
て
叢
久
率
の
み
な
ら
ず
、
.
こ
の
年
齢
層
に
対
す 

.る
性
別
非
核
賃
金
率
が
考
慮
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
四
は
ょ
り
重 

:要
.で
あ
る
。.黄
牛
労
働
カ.の
供
給
源
と
し
飞
農
村
の
比
重
は
大
で
あ
る
が

、
.

M

相 関 # 数

: , . :
；T  ■,；

就 業 ‘率 M 子 賃 命 (労 働 力 率 ) 

平 均
L =  a W +  ft

. . '  ft

男子 15〜19歲 - 0 . 2 3 5
.... .，' -.■ ! ； .- — 0.28 75.9 5 4 , 3

去子 ⑴ 15〜 19 ~  0.201 — 細 59,6 50.1
(2) 20 〜 24 - 0 - 6 6 3 * - 0 . 5 1 113.6 68.2
⑶ 25〜 29 ~  0.811 * — 0,85 132.2 51.8
(4) 30 〜 34 — 0.843* — 0.94 • 138.1 49.6
(5) 3 5 〜 39 '0，.83(氺 — か卯 140-4 53.4
'(6) 40 へ  44 一  0.821 * ~  0.88 139.1 55.5
⑵ 45〜 49 — 0.708* マ :' 0.84 138.5 54.4
⑶ 50〜 54 — 0.71B* . ."-..'..0,81 126.8 51.3
⑶ 55〜 59 . — 0.645 氺 — 0.97 136-1 45.7
(10) 60 〜 64 — 0.607* — 0.68 102.7- 38.4
(11)65 〜 r-  0.556 未 ) M  0.41 59.0 20.6

( * 印 は 1 % で 有 意 )

〔第 十 表 ：！ 竽 齢 蝽 ■ 別 女 子 就 樂 串 と 男 子 賃 金  (1955)

年
齡
別
女
子
労
働
力
率
，の
変
動
要
因
：

秫
讓
計
か
ら
の
^
れ
ら
の
擊
労
働
カ
は
ハ
ー
そ
の
象
計
を
ほ
な
れ
て
地
域
間 

.
■の
労
働
移
動.が
烈
し
い
こ
と
は
自
叨
で
あ
る
。
'地
域
別
デ
-タ
：の
使
用
は
、
こ 

.0

年

®
:に
関
し
、
象
計
単
位©就iifh

の
代
用
た
り
得
な
い
9
と
れ
ら
の
理 

:由
に
：よ
^
v、：i
o
f
l
!
^
_ 

:

男
子
賃
金
率
：と
有
意
な
相
関
を
も
た
な
い
？
：
 

㈣
r:©
-
-
_
w
四
歲
尤
上
は
相
関
靈
ゆ
有
意
に
負
の
醫
を
示

1>
て

馨
 

し
、
坌
0
^
1
1
*
^
«

咼
と
.し
弋
再
び
相
関
度
は
低
卞
す
る
.が
、
何
れ
も
一 

%水
準
で
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
报
関
汾
非
農
紳
家
計
の
家
計
補
助
的
女
子
：
 

■労
働
カ
と
1>
.
:
:
核
収
人
率
の
代
表
た
：る
男
承
賃
金
率
と
負
の
相

|
示
し
，て 

い
.る
と
考
え
る■の
は
ダ
グ
ラ
ス
の
場
合
と
ま
さ
に
整
合
的
で
あ

1。

;(-
)

舆
子
賃
金
放
に
対^,;2
>
限
1
^
|肇

#

は
'.
.;:
>
:
:

何
れ
の
：場

会

も

負

で

あ

る
： 

が
、
：:'
先
の
年
齢
別̂

®R

率
.の
最
高
の
：
'ピ
ー
:ク
ー
で
：
あ
へ
？
た
ニ

l
o
l
i 

.

S
歲
で 

は
、

マ
ィ
ナ
ス
〇♦
五一

と
低
水
準
を.示
し
、.
.鞍
部(

両
ピ
ー
ク
中
間
の
底
部

)

 

で
知
：っ̂

ー8

1
ー1@

歲
で
、

」

，
マ
彳 

漸
減
す
る
と
い
ぅ
傾
向
は
興
！

if:

い
。

1
1
0丄
：ー四
歲
の
女
力
化
は
、：

.：家
計
補
助
的
货
勞
と
い
ぅ
よ
り
も
： 

办
％
:*
>
>
:、：：.耒
婚
者
は
結
婚
し'て
新
し
き
家
計4
入
.洛
以
前
の
過
渡
期
と
七
て
、
’ 

へ
半
弒
裏
的
な
就
業
活
動
：を
営
办

»

を
代
表
し

(

て
お
う
、̂
灰

既

講

に

お.ぃ
：
 

て
も
、
婚
姻
後
の
就
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計
核
に
近
い
存
往
と
し 

>-
'
て
所
得
稼
得_の
.行

動

安

处.1.
:て
い
る1

:

の
反
映
と
見
ら
れ
ゐ
。
.が

く

し

て

；
こ

.

こ、
藥

齢

層

め

：平
均
免
働
カ
率
は
最
高
め
：醫

を

示

す

”
尤
も
何
れ
の
場
合
も
核 

故
入
率
と
無
相
関
で.あ

る

わ

げ

：
で

ぼ

な

.
い
-
ハ

相

藺

係

数

マ

ィ

ナ

ス

0 
i

ハ

ネ

三， 

で
.

I 

%

永

準

で

'有

意

.

)

。
.
'

.
- 

- 

' 

.

:

六4

■
■(

六

三

五

)

-

•

.

.



B

道
_

以

上

西

観

ま

：
で

め

龙

子

は

;-
,
:
>
:既

膽

者

の

比

重

：が

太

：
と
：
な

：
る

.

ゆ
..
:

え「
議

土

妻

：
の

行

動

亦

強

ぐ

反

映

さ

れ

て

ぃ

る

。
：
：
妻

；の
1

ば
^0

就 

は
失
の
収
ん
率
に
龅".
<

^

*吁
^
^
あ̂

ぅ
'°
::舆

乎

賃

金

率

に

対

ず

る

麗

就

.'
ヾ
 

:輩

'|
3
;絶
対
値
に
お
如
化
急
增
す
る
。
袭

に
'^
間
0
底
部
で
あ>
た
|ー
一
〇
I
H 

I
::(： 

四
f

 
:る

い

：は
：.

竺
五
丨
1
|
1
.
九

歲

：
の

層

に

お

.

ぃ
て
夫
：の
収
入
率
に
最
%
強
く
影
響
、
 

さ

れ

る

と

い

ぅ

菌

は
4

見
矛
盾
す
る
よ
う
な
意
味
^
け
を
有
し
て.い

る
.0
,そ
: -
., 

れ

；は

も

し

洗

に

：
の
：：
べ

だ

#

#

#

的
5

^
;#
.

〈

出
産—

育
埤
の
：た
め
の
家
事
労
働
' 

カ
：化)

,
が

こ

の

年

齢

層

忆

強

ズ

影

響

：し
：
て
：
い

が

な

<
-
0

ば
、
：核
服1
<
と̂
の
相
関，
. 

ぽ
低
下
す
る
辔
で
あ
右
に
% ;
拘
わ
ら
ず
、
事
実
ば
相
関
が
最
i
咼
ぐ
か
づ
趣
力':
：'

：' 

的
.で
あ
る
？
わ
れ
わ
れ
は

AJ.

の
：事
実
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

'
{般

に

三

〇

歲- 

以
上
：の
妻
で
あ
る
な
.ら
ば
、
年
齢
の
增
加
と
共
に
核
取
入
率

(

男
子
賃
金
率)

，

の
影
響
を
強
く
受
け
る
替
で

.
あ
る
。..
し
か
■
る
に
地
域
別.デ
.
.丨

.

タ
を
使
用
す
れ
.ば 

四
0

«

_

後
か
ら
は
、
死
別
離
別
に
よ
る

.
家
訊
核
的#.
在
の
労
働
力
の
比
重
が 

契

し

、
男
子
取
人
率
と
無
関
係
の
層
が
増
す
で
あ
ろ
ぅ
。
：
こ
の
と
と
が

】

ー1
〇 

丨
三
九
歳
の
層
が
そ
の
前
後
の
年
齢
層
に
比
し
て
、

一
:

見
核
収
入
率
に
強
く
侬

： 

存
す
る
か
の
現
象
を
与
え
て
い
る
も
の
と
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
、で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
考
え
れ
ば
、
.
こ
の
年
齢

|»
'

.

に
関
す
る
限
：り
ー
フ
ィ
フ
サ
ィ
ク
ル
型 

と
し
て
の
社
会
学
的
条
件
の
童
要
性
は
：稀
薄
と
な
り
、

:.
'
'家
計
特
性
ど
し
.て
の
諸 

条
件
と
、.経
済
学
的
要
因
と
し
て
の
市
場
賃
金
率
の
影
響
の
重
要
性
が
童
視
さ
：
 

れ
る
こ
と
に
な
る
。

脚
こ
.

の
よ
ぅ
に
考
え
る
と
四
〇
歲
以
上
に
出
現
す
る
第
二
の
ピ

I

ク
は
、
家 

事
労
働
か
ら
の
解
放
に
よ
る
非
労
働
力
の
労
働
力
化
の
影
響
よ
り
は
、
む
し
ろ

■

^

^

肌

者

；
の
.家
計
核
：
^

在
ど
し
弋
の
：労^
^
化
に
重
要
性
が
お
か
れ
る
べ
：
 

き
で
あ
ろ
ぅ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
第
九
表
で
四
〇
丨
五
九
歲
の

W

の 

■

货
働
力0
大
都
<

^

:«

業
お
ょ
び
、
：:3
如̂

|
如
茱
の
；證

と

家

族

従

業
 

」

：
者.冗
見
出
運
れ
、

」

雇
用
费
働
カ
ど
ー
レ
て
洛
ゼ
皆
無
で
、あ
名
状
態
は
、

こ
の
ょ
ぅ 

な

苑

別

離

別

者

の

業

、
王

形

鶴

に

上

.る
労
働
カ
化
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。
か 

:'
:
-;<
^

し
て
_

別

者

お

ょ

が

死

別

^

^

け

を

み

る

と

四

〇

歳

前

後

で

核

収

入

率

と

無 

ベ®

^

に

な

憤

、

：：

が
つ

全

体

と

し

て

み

る

ど

§

カ

率

は
_

大

オ

る

：

(

第
一.一
の

ピ 

.
:丨
$

:°
;
:四
五
.歲
以
降
に
お
け.;?
)
妻
め
労
働
カ
化
の
急
速
な
減
少
は
、

死
別
離 

'
別
者
の
労
働
カ
化
の
増
加
.を
上
廼
ゥ
全
体
と
し
て
.の
労
働
カ
率
は
.年
齢
増
加
に 

つ
れ
て
減
少
し
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
、
©
五
歲
以
上
の
年
齢
層 

.

.に
'お
け
る
女
子
：の
就
業
機
会
が
著
し
べ
制
限
各
れ
て
い

.る
と
'と
，は.规
.に 

て
お
い
た
し
、
ま
た
女
子
高
年
齢
労
働
力
の
大
部
分
が
農
称
業
従
事
者
で
あ
る 

:

こ
と
は
、
へ
第
六
表
で
見
；た
通

.り

で

あ

る

。
：
非

農

脉

、

,-
■
特

に

勤

労

者

家

計

の

女

于 

労
働
カ
は
年
齢
增
と
共
に
急
速
に
減
少
す
る
で
あ
ろ
ぅ

。
.

'

-

'

/'
:

血
型
と
ょ
ば
れ
た
年
齢
別
労
働
カ
農
の
第
1
4の
ピ
1
ク
は
、
：高
年
齢
に
つ 

:

れ
祀
最
遽
に
滅
少
す
る
妻
の
就
業
率
と
、
死
別
離
別
者
の
労
働
カ
化
と
の
関
係 

に
ょ
？
て
生
じ
た
現
象
.で

あ

る

と
見
な
す
こ

と

が

で

き

るの
で

あ

る

。

:

か
く
し
て
妻
を
考
え
る
限
り
、1

 

ー0
歲
以
上
は
年
齢
增
と
共
に
就
肇
の 

:

1:方
的
滅
少
傾
向
こ
：そ
基
本
的
な
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
.'
こ
の
ー
方
的
減
少 

は
、：家
計
核
の
年
齢
増
に
比
例
す
る
核
収
入
率
の
増
大
傾
向
に
起
因
す
る
こ
と

は
霧
で
あ
る
。

:■
.

以
上
経
済
学
的
要
因
と
し
て
核
収
入
率
が
非
農
業
家
計
に
つ
い
て
支

@ 3
ぬ
で

あ
り
、
社
会
学
的
要
因
の
変
化
は
、
そ
の
変
化
を
攪
乱
す
る
二
次
的
な
も
の
で

. 

あ
る
こ

と

を
結
論
づ

け

よ

ぅ

と試
み
た
。

こ
の
分
析
で
は
実
験
計
画
と
し
丫
き
わ
め
て
不
十
分
介
デ
|
タ
コ
ン
ト
ロ

 

！ 

ル
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
。
以
上
：の
幾
つ
か
の
結
論
は
、
$

の
よ
く
コ

：
ン
ト 

W
.

J

ル
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
再
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と

は

勿
m

.
 

で
あ
る0

.
■

こ
の
小
稿
で
，は
、
女
子
労
働
力
率
の
変
動
に
匁
す
る
従
来
の

i
m

分
析
に
対 

し
次
の
ん
ぅ
な
分
析
結
果
を
附
加
し
た
。

.
第
1

に
年
齢
別
労
働
カ
率
の
諸
特
性 

を
観
察
し
、
第

二

に

そ

の

年

齢
が
、
.i

自
営
業
主
家
計
、
，
非
農
脉
自 

営
業
主
家
計
、
都
市
勤
资
者
家
計
で
著
し

'<

様
相
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か

. 

に
し
、
第
三
に
、
従
来
の
社
会
学
的

}

の
説
明
に
加
え
て
、
.核
収
入
率
と
い

年
齡
別
女
子
労
働
力
率
の
変
動
要
因

.

う
経
済
学
的
要
因
の
変
化
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

'

デ
ー
タ
の.
不
備
な
性
格
が
ら
多
く
の
推
論
を
佘
儀
な
く
さ
れ
た
。

1

力
率 

の
変
動
を
自
律
的
に
把
え
よ
う
と
す
る
限
り
、
是
非
と
も
農

*

非
農
別
、
自
営 

業
主
，
.

.

勤
労
者
別
の
家
計
単
位
の
資
料
の
集
計
が
不
可
欠
で
あ

f

家
計
単
位 

の
就
！

動
を
各
種
の
市
場
賃
金
率
等
の
経
済
学
的
変
数
と
^
^
せ

し

め

て
 

と
そ
、̂

働
^

^

^

^

の
^

把
握
が
可
能
と

な

る

だ

ろ

う

。

な

お

、
ぐ
：
こ

の

霧

で

1

は
''
所
得—

余

暇

選

好

場

の

寒

：
$

>
ト)
：
：
^

に
就
い
て
は
蝕
れ
な
か
，っ
た
。
'羣
層
を
除
く
年
々
の
年
齢
別
女
于
穷
働
カ
率 

の
増
加
傾
向
は
、
所
得-
-

^

暇
選
好
場
の
シ
.フ
ト
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い 

が
、.
と

め

馨

シ
3:
デ
ュ
ー
ル
の
上
方シ
ラ
：ト
を
、
/
馨
場
の
シ
フ
ト
に
起®
 

せ
し
め
得
る
と
：い
ち
確
証
が
存
油
し
な
い
。
選
好
場
の
；シ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、 

そ
の
計
測
結
果
を
ま
つ.て

初

；
め
：
て

.
論
議
し
う
る
性
格
の
も.の
で
あ
る
。

六

三
-

C

H七)


